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モバイルコンテンツ市場

市場カテゴリー ２００２年 ２００３年 対前
年比

２００４年 対前
年比

モバイルコンテンツ市場 1，793億円 2，133億円 119％ 2，603億円 122％

モバイルコマース市場 1，078億円 1，389億円 129％ 2，013億円 145％

モバイルコンテンツ関連市場合計 2，871億円 3，522億円 123％ 4，616億円 131％

モバイルコンテンツ関連ビジネスの現状

（財）マルチメディア振興センター/モバイル・コンテンツ・フォーラム調査

モバイルコンテンツ関連市場は急激に拡大しているモバイルコンテンツ関連市場は急激に拡大している
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ブランド
垂直統合型の
ビジネスモデル

・各レイヤーを
最適化

・ユーザービリティ
の高いサービスを

構築可能

・ビジネスモデルを
早期に構築可能

モバイルのビジネスモデルとブランド
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通信ベアラ

インターネットアクセス

ポータル

端末

コンテンツ・サービス

キャリアの上位レイヤーへの進出

キャリア

キャリアISP

キャリアメーカー

キャリアポータル

キャリアコンテンツプロバイダー

※コンテンツカテゴリー毎にシェアは変動する。

当初日本のモバイルビジネスを拡大した垂直統合型モデルは当初日本のモバイルビジネスを拡大した垂直統合型モデルは
優越的な地位にある通信事業者が上位レイヤーの事業へ進出する事によって優越的な地位にある通信事業者が上位レイヤーの事業へ進出する事によって

他のレイヤーの競争環境に大きな弊害を与えつつある。他のレイヤーの競争環境に大きな弊害を与えつつある。

上位レイヤーへの
進出意欲が高くなって

いる

上位レイヤーへの
進出意欲が高くなって

いる

市場シェア
100％0％

すべてのレイヤーが
キャリアの寡占市場に

なる可能性が高い

すべてのレイヤーが
キャリアの寡占市場に

なる可能性が高い
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モバイルの特性と期待される役割

●あらゆるメディアを連携する携帯電話

●ポータブル＆パーソナルの特性

では代替するメディアはない。

●携帯電話は

メディア＆販売チャネルへ

●高齢者、若年者を含めた国民全員

が利用するユビキタス端末へ
企業個人

インターネット

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

放送局
携帯
電話

チケット
電子マネー

ゲーム
デジタルカメラ

カーナビ
：

テレビ
新聞
雑誌

ラジオ
ＰＣ

メ
デ
ィ
ア
を
連
携
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モバイル業界と他業界との関係性

 

       航 空 業 界 

        金 融 業 界 

              公 共 分 野 など 

        運 輸 業 界 

         小 売 業 界 

モ バ イル  

広 告  

モ バ イル  

コンテ ン ツ  

モ バ イル  

ソリュ ーシ

ョン  

モ バ イル  

コマ ース  

ソリューション(ミドル ウエア分 野 ) 

通 信 事 業 ・通 信 機 器  

モ
バ
イ
ル
を
利
用
し
て
い
る
業
界 

モバ イル ビ ジネ スの 分 類  

通 信  

インフラ 

モバイルインターネットはあらゆる産業のインフラとなっている。モバイルインターネットはあらゆる産業のインフラとなっている。
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通信ベアラ

インターネットアクセス

ポータル

端末

コンテンツ・サービス

事業レイヤーにおけるプレイヤー分布

キャリア

キャリア
コンテンツ

プロバイダー

IPIP化の進展によるユビキタス環境でのビジネス拡大に主要な機能を提供する化の進展によるユビキタス環境でのビジネス拡大に主要な機能を提供する
モバイルビジネスでは多様なモデルが成立する競争環境が必要モバイルビジネスでは多様なモデルが成立する競争環境が必要

キャリア

キャリア

キャリア

キャリア

キャリア

キャリア

キャリアキャリア

ポータル

コンテンツ
プロバイダー

メーカー

ポータル

コンテンツ
プロバイダー

ISP

メーカー

ポータル

コンテンツ
プロバイダー

キャリアキャリアキャリアキャリアキャリア

① ② ③ ④ ⑤
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通信ベアラ

インターネットアクセス

ポータル

端末

コンテンツ・サービス

レイヤーの競争環境実現のための政策カテゴリー

通信ベアラの優越的な地位が、他のレイヤーの寡占状況を引き起こさない通信ベアラの優越的な地位が、他のレイヤーの寡占状況を引き起こさない
競争環境を実現する政策が必要。競争環境を実現する政策が必要。

MVNO政策による競争MVNO政策による競争

端末政策による競争端末政策による競争

ポータル政策による競争ポータル政策による競争

周波数政策による競争周波数政策による競争

各レイヤーでの
キャリア合計の
市場占有率が
50％を超えて

いるかどうか？

該当するレイヤー
において、

各キャリアの
プラットフォームに
おけるキャリアの
占有率が50％を

超えているか
どうか？
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レイヤーの競争政策案

MVNO政策による

上位レイヤーでの競争環境実現

MVNO政策による

上位レイヤーでの競争環境実現

端末政策による

上位レイヤーでの競争環境実現

端末政策による

上位レイヤーでの競争環境実現

ポータル政策による

上位レイヤーでの競争環境実現

ポータル政策による

上位レイヤーでの競争環境実現

周波数政策による

上位レイヤーでの競争環境実現

周波数政策による

上位レイヤーでの競争環境実現

・ユーザー認証システム（ユーザーID）の開放

・メニューカテゴリーでの公平な設置

・新規事業者への周波数割り当てによる参入機会の拡大

・接続ルールと技術要件の明確化
・端末機器の導入試験等の基準緩和と試験基準等の明確化
・MVNOへの提供を義務化

・キャリアメニュー以外のポータル利用のためユーザーが任意

にアクセス先を登録できる専用ボタンホームボタン（仮称）
の実装義務化
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ホームボタンの実装イメージ

●キャリアボタン
日本の携帯電話には、
キャリアの提供するポータルへ
1プッシュでアクセスできるボタン

が設置されている。

※現状、Bookmark、画面メモ等のURLを
任意に設定できる機能がキャリアメニュー
内に用意されているが、キャリアによって
仕様は様々であり利用導線も深く公平な
利用環境にはない。

●ホームボタン
ユーザーが任意に設定できる
ボタンを設置すれば、キャリア
ボタンと公平な競争環境が与え
られるため、このボタンに自社の
ポータルを設定させる競争が
醸成される。
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ユビキタス環境におけるモバイルの役割と機能

●通信×モバイル

固定×モバイル

WiFi×モバイル

CableTV×モバイル

●メディア×モバイル

放送×モバイル

既存メディア×モバイル

●ＩＴＳ×モバイル

●インターネット×モバイル

ＩＳＰ×モバイル

ポータル×モバイル

●ソリューション×モバイル

●ブランド×モバイル

●認証システム

●課金アプリケーション

●ブランド機能

●プロモーション機能

●ナビゲーション機能

コンテンツビジネスに必要な機能
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モバイルでのユーザー認証システム（ユーザーID）

ユーザーID

顧客データベース

ユーザーID

顧客との契約
・コンテンツの内容

・契約期間
・価格

etc.

顧客に合わせた
最適なデータ

ユーザー認証

モバイルコンテンツビジネスでは、少額の課金システムが実現された
ため、月額定額（100円～300円）のユーザー課金モデルが急速に
拡大した。

このモデルを成立させるためには、ユーザーに負担を掛けない認証
システムが必要条件である。携帯電話ではアクセスした顧客を認証する
ためにユーザーID（PCではCookieで同様な機能を実現）を利用している。

現状、ユーザーIDは、一部キャリアを除いて一般サイトでの利用は不可能
である。

CP（コンテンツ･プロバイダー）
WEBサーバ
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IPIP化の進展に伴うユビキタス環境での公平な競争環境の実現のため、化の進展に伴うユビキタス環境での公平な競争環境の実現のため、
ユーザー認証システム（ユーザーユーザー認証システム（ユーザーIDID）の開放が必要）の開放が必要

ユーザー認証システム開放の必要性

●時系列認証
現在、携帯電話のコンテンツビジネスで主流になっている月額定額制のサブスクリプション
モデルを実現するためには、簡易な認証で契約期間中の利用を認証する事が必要条件。
そのためにはユーザー認証システム（ユーザーID）の開放が必要である。

●メディア列認証
ユビキタス環境のコンテンツビジネスでは、一度の認証で携帯電話、PC、放送等のメディア

を横断して利用できるシングル・サインオンの実現が求められている。そのためにはユーザー
認証システム（ユーザーID）の開放が必要である。

●キャリア列認証
本年11月からナンバーポータビリティが実現されるが、コンテンツポータビリティは、
予定されておらず、キャリア変更にともないユーザーとCPとのコンテンツ提供契約は

強制解約される。
ユーザーIDの開放と、ユーザーIDのポータビリティを実現することで、コンテンツポータ

ビリティも実現する必要がある。
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モバイルコンテンツの利用率について

●●パケット定額制でコンテンツの利用率が急上昇するパケット定額制でコンテンツの利用率が急上昇する
●●キャリア変更でコンテンツの利用率は低下するキャリア変更でコンテンツの利用率は低下する

出展：MCFケータイアクティブユーザー詳細分析報告書
慶応大学 田中助教授調査


